
俳優で介護福祉士の 菅原直樹さん による

老いも介護も楽しくなる演劇的ヒント
6/2（土）宮崎県福祉総合センター
6/3（日）都城市総合文化ホール

OiBokkeShi 認知症徘徊演劇
「よみちにひはくれない」より
左：菅原直樹さん
右：看板俳優の “おかじい”
　　こと岡田忠雄さん

都城市総合文化ホール文化振興事業明日を変える〔アート×福祉〕
セミナー＆体験講座
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(

20
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認
知
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今
ま
で
聞
い
た
講
演
の

中
で
も
最
高
で
し
た
。
 

（
70
代
）

自分も老いた時に認知症に
なったら…と不安もあるが、
講演を聞いて、前向きに楽し
く過ごせたらいいかなぁと思
いました。（50代）

認知症の方と関わる仕事で、演
技というのがとても大切なこと
と改めて学ぶことが出来ました。
「今この瞬間を大切に !! そして楽
しむ大切さ！」（30代）

「今、ここに居ることを楽しも
うよ」と、嬉しい言葉を教えて
いただきました。日常の生活で
も自分の勉強になりました。こ
れから残りの人生、夫婦仲良く
人生を大事にします。（70代）

大変好評だった
前回の参加者アンケートより

（28年7月実施）




